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概要

地上の楽園と呼ばれるバリ島には海外・国内かち毎年多くの観光客が訪れている。バリ

島の魅力は典型的なリゾートのイメージだけではなく、ヒンドゥー教に根ざした伝統文化

にあり、多くの人々が「神々の住む島」バリに魅了される。観光開発が進む中で、バリ島

は環境問題等多くの問題を抱えながらも、バリの人々は「世界的観光地バリ」を誇りにし、

観光と伝統文化は相互の発展に寄与しあっている。本稿では観光開発が／単）社会にどのよ

うな影響を与えているのか、バリの人々の伝統文化や社会慣習に対する意識はどのように

変化しているのかを調査・分析している。

キーワード：観光開発、バリ・ヒンドゥー、伝統芸能、観光資源、バンジャール（banjar）、

アダット（adat）、スカ（seka）

1．問題の所在

インドネシアのバリ島は　東南アジア有数の観光地として知られている。「神々の住む島」、「最

後の楽園」などと称され　その多様な観光資源は　世界中からやってくる観光客を魅了している。

オランダによる植民地時代、1920年代にバリ島の観光ははじまった。無抵抗な人々を圧倒的な

武力を持って鎮圧したオランダは、世界中から非難を浴びることになる。こうした非難を和らげ

るため、また、植民統治の正当性を確保するために、オランダはバリ島の伝統文化を保全する政

策をとった。lvickers（1989）は　楽園バリのイメージは　オランダ植民地政府の観光地として

のバリ島の宣伝のために創出されたとしている。

一方、バリ島の伝統芸能は、島内にとどまることなく、世界に紹介され、称賛されることになっ

た。1931年のパリ植民地万国博覧会では、プリアタン村の舞踊団グヌン・サリがバリの舞踊団と

して初めて海外公演を行った。同じく、プリアタン村のテイルタ・サリも日本を含む海外公演を

積極的に行った。これらをきっかけにしてバリ舞踊とガムランの素晴らしさが世界中に知られる
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ダ軍はバi）島全土を支配下に置いた。
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ようになった。

1930年代のバリ島内においては、画家のウォルター・シュピース（WalterSpies）やルドルフ・

ボネ（Rud01f Bonnet）など多くの西洋の芸術家たちがウブドに住みついた。オランダ植民地政

府の文化保護政策とバリ島内の芸術家と西洋の芸術家の遭遇によりウブド・スタイルという新し

い芸術スタイルが生まれた。この新しい波はバリ・ルネッサンスと呼ばれている。

このようにバリ島の伝統文化が世界中に知られるようになり、バリ島向ではバリ島の伝統的芸

術と西洋の芸術が出会うことによって、伝統文化は一段と活性化され、新しい文化が牛み出された。

玉置（2001）は、バリ島やオセアニアの島々は、既存の文化や社会そのものを「パラダイス（楽

園）」とみなして観光の対象としているが　歴史上パラダイスとされる土地は限られており、バリ

島はその稀有な存在である、と述べている。

植民地化や観光開発は、時として伝統文化を破壊することがある。マッキーン（1991）によると、

観光は変化をもたらし、この変化は優越する文化が、弱体な受け身の文化を侵略・破壊し、均質

な文化へと俗化させてしまう、としている。いわゆるバリ島のワイキキ化である。しかし、この

バリ島の人々は好むと好まざるとにかかわらず、近代化を盲目的に受け入れてしまうという仮説

は正しくない。伝統文化は新しい風が吹き込まれて、より高度な文化へと進化していくのだ。

山下（1996）はバリ島の観光開発は　伝統文化を破壊することなく、むしろ伝統文化の再構築

に貢献した例だと述べている。そうした観点から、バリ島の民族芸能は新しく作り出された伝統

であり、観光開発のなかで伝統文化、ことに伝統芸能は保存されてきたというマッキーンの論を

紹介している。また、観光用に演出されたバリ文化は観光用の舞踊が観光客に供されるばかり

でなく、寺院儀礼に奉納されているように、バリ島の人々自身にもフィードバックしているとした。

このように／年）島の伝統文化芸術は、シュピースらのもたらした西洋芸術と出会うことにより

創造され、伝統舞踊や音楽は観光客用のビジネスとして洗練されたものに変化したり、新たに創

作されたりした。そうした過程のなかで、バリ島の伝統文化は、より豊かなものになり、観光客

を惹きつけてきたのだ。

山下の研究をはじめとして、バリ島の観光については、これまで人類学的な観点から多くの研

究がなされてきた0　これらの研究の成果から、バリ島における観光産業の発展は、バリ島の伝統

芸能を保存するだけでなく、発展させ、また、新たな文化や芸術を創造してきたことが明らかに

されてきた。こうした伝統芸能がはたしてどれほどバリ烏への観光誘因になっているのか、また、

観光開発がバリ社会にどのような影響を与えているのか、バリ島の人々の伝統文化や社会的慣習

に対する意識はどのように変化しているのかを分析するのが本稿の課題である。
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2．バリ島経済と観光産業

バリ島へのパッケージツアーのパンフレットや旅行ガイドブックには、他の楽園と呼ばれるリ

ゾートのように青い海、白い砂のビーチのみならず、ライステラス（棚田）、ヒンドゥー寺院など

の風景に加えて、サーフィンやダイビングをする若者、伝統的な衣装に身を包んだ踊り子や神秘

的な宗教行事など　多様なバリ島のイメージが紹介され、観光客を魅了している。バリ島経済に

おける観光産業の比重は、年々大きくなるばかりである。

バリ島はインドネシアの1万8千以上ある島々の一つであり、面積は5，632．86km、人口は約

405万人（2013年現在）である。バリ島の人口は　他地域からの移入が増加しており、2010年

には移入者数が406，921人、移出音数が269，245人と大きく入超となっている。失業率が1．79％

（2013年8月）とインドネシアで最も低いバリ島に仕事を求めてジャワなどから移入するケース

が多い。2バリ島の2013年度のGRDP（GrossRegionalDomesticproduct）は94兆5，557億

ルピアで　そのうち観光関連産業（PHRセクター）：3の占める割合は　29．89％と最大であり、2

番目に大きな割合を占めるのは　農業セクターの16．82％である。観光関連産業の占める割合を、

労働人口で見ると、全労働人口307．3万人中62万9千人と27．64％で、農業セクターの24．00％

を上回っている。バリ州統計局によれば、2003年から2013年の10年間に、バリ島の農家は

83，494世帯減少している。

バリ島経済は　観光産業により潤っているように思われるが、2013年度の一人当たりGRDP

は約1，903US＄にすぎず、インドネシア全体の一人当たりGDP値3，510US＄に比べかなり低い。1

南部の観光地とそれ以外の地域の所得格差は大きく、減少はしているものの、いわゆる貧困層も

存在している。

一方、土地利用に関しては、2013年現在、農業用地が355，568ヘクタール、非農業用地は

208，098ヘクタールであり、農業用地はホテル建設など、商業用地や住宅用地に転用されており、

バリ島の中心地であるデンバザール地区では　毎年20－30ヘクタールの農地が失われている。5

バリ島は稲作が盛んな地域であり、ライステラス（棚田）は、その美しい景観から世界遺産に

も登録されるなど　重要な観光資源にもなっている。観光客誘致のためのホテル等建設のために、

貴重な観光資源が失われるのは皮肉な結果である。

バリ島の観光開発は、オランダ植民地時代の1924年、王立定期船運航会社（KPM）の蒸気船

がバリに航行するようになったころから始まった。1928年にはバリ・ホテルがデンパサールで開

業した。インドネシア独立後は1960年代半ばのバリ・ビーチホテルの開業とゲラ・ライ（Ngurah

インドネシアの失業率（2013年8月）は625％

バリ州統計局の定義によれば、PHRセクターとは、商業、ホテル、レストランの3つの分野を言う。

パリ州のGRDPはIRp＝0．000083US＄で換算
’‘Hightimetol（X）kbey（）1ldBallfort。urismoI）Imrttmities’●TheJakartaPost，September28，2013
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Rai）国際空港の開設により環境が整備され、1972年のスハルト大統領時代の大統領令により、

観光業はバリ州の経済最優先事項となり、観光開発が本格化した。1973年以降、重点的に開発さ

れたのは南部のヌサ・ドゥア（NusaDua）地域で高級リゾートホテルが次々と建設された。6

以降、バリ島は順調に外国人観光客を誘致してきた。1992年には日本人観光客が第1位を占め

るようになったが、1995年2月の日本人観光客の集団コレラにより、1995年から1998年までオー

ストラリアに譲ることになった。1994年にはバリ島を訪れる外国人観光客は100万人を突破した。

2002年10月と2005年12月のバリ島随一の繁華街クタでの爆弾テロ事件により、2003年と

2006年には一時観光客数は大きく減少したものの、図表1が示すように、2009年には200万人、

2013年には300万人を突破した。

図表1バリ島への直航外国人観光客数の推移

単位：人

年 豫�Xｷ��B�増減 

2003 涛�8�3�コ�－ 

2004 ���3CS��33���46．8％ 

2005 ���33ド�3CC��－4．93％ 

2006 ���3#c��33�r�－9．10％ 

2007 ���3ccH�3ゴB�32．10％ 

2008 ���3田��3ン"�6．52％ 

2009 �(�3##��3鼎R�13．26％ 

2010 �(�3C�8�3�S��11．80％ 

2011 �(�3sSh�3Ss��10．58％ 

2012 �(�3ン(�3����4．91％ 

2013 �8�3#s��3S唐�13．37％ 

出典）BaliDalamAngka2014

また、図表2のバリ島への国別直航外国人観光客数の推移をみてもわかるように、日本人観

光客のシェアは減少しており、オーストラリア人観光客が最大のシェアを占めている。また、イ

ンドネシアのビザが取得しやすいことから、中国人観光客が増加しており、2011年からは日本

を抜いて第2位のシェアを占めるようになった。2013年は前年度に比べ、台湾からの旅行者は

26．9％、中国22．2％、シンガポール18．0％、マレーシア17．5％、日本10．3％などいずれも大き

く増加した。オーストラリア人観光客やヨーロッパからの観光客は長期滞在型が多く、ロスメン

6　間苧谷柴「バ1月こおける観光業と伝統的舞踊」亜細亜大学国際関係紀要、PP74－77
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などの安宿に滞在ケースが多い。日本人観光客に関しても、パッケージツアーを利用しない多様

化した個人旅行者が増加しており、限られた予算で自由に旅行を楽しむ観光客が多い。2013年の

星付きホテルの平均宿泊日数は3．30日と前年の3．56日に比べ減少している。そうした中で、中

国人観光客の団体旅行で高級リゾートに滞在する旅行形態はバリ島にとって優良な顧客である。

インドネシアの経済成長に伴い、国内旅行者も近年急増している。2004年には2，038千人であっ

た国内旅行者は、2013年には6，977千人と約2．4倍に増加している。

図表2／単ノ島への国別直航外国人観光客数の推移（1－12月）単位：人

年 ��c�犬�第2位 ��c8犬�第4位 ��cX犬�

2003 �?ｩgｲ�台湾 俘ｸ�"�ドイツ �484ﾘ8ｨ5��
185，751 ��s��3S32�139，018 鉄8�33sB�50，043 

2004 �?ｩgｲ�豪州 ��I���韓国 �6�4862�
326，397 �#cx�3S#��183，624 塔��3#s2�70，050 

2005 �?ｩgｲ�豪州 ��I���韓国 �484ﾘ8ｨ5��
310139 �#C��3����128，194 都��3�Cb�75，845 

2006 �?ｩgｲ�台湾 俘ｸ�"�韓国 �7ﾘ8ﾈ�ｸ5h4��
255，767 ��C��3都��132，236 塔��3����72，724 

2007 �?ｩgｲ�豪州 ��I���韓国 �7ﾘ8ﾈ�ｸ5h4��
351，604 �#�H�3C#��138，842 ��3H�3CSB�104，949 

2008 �?ｩgｲ�豪州 亊異��マレーシア ��I���
354，817 �3���3c唐�132，559 ��#��3cc��129，176 

2009 俘ｸ�"�日本 �(hﾙ��マレーシア 亊異��
446，042 �3���3Cs3R�199，538 ��3(�3�3R�123，879 

2010 俘ｸ�"�日本 �(hﾙ��マレーシア 亊異��
647，872 �#Ch�3CcR�196，863 ��SX�3#3��124，964 

2011 俘ｸ�"�中国 �?ｩgｲ�マレーシア ��I���
790，965 �#3h�3ツ��183，284 ��c��3s���129，233 

2012 俘ｸ�"�中国 �?ｩgｲ�シンガポール �7ﾘ8ﾈ�ｸ5h4��
823，821 �3���3��B�191，836 ��s��3鼎r�120，982 

2013 俘ｸ�"�中国 �?ｩgｲ�マレーシア �5h984ｸ7ﾈ�ｸ8ｲ�
826，385 �3ベ�3S32�208，115 ��祷�3#3"�138，388 

出典）BaliDalamAngka2010－2014

バリ島における観光開発と観光産業の発展は、かつて最も貧しい地域であったバリ島から極端

な貧困者を減らすことに成功した。先述のようにバリ州の失業率は、インドネシアの各州の中で

一番低い。観光産業はバリ人に多くの就業機会を与えていることは間違いない。2013年には新空

港が開業し、ヌサ・ドゥア、南デンバザール、ゲラ・ライ国際空港を結ぶ有料道路が開通するなど
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インフラも整備されている。7

一方で、観光開発はバリ島の社会にとってネガティブな側面も併せ持つ。ホテル建設や宅地転

用のために農地が失われ、貴重な観光資源である農地が年々減少している。現在、バリ島のホテ

ル客室供給は、需要を上回っている。2015年には38，000室が必要になると見積もられていたが、

2005年後半にはすでにその数を達成している。また、観光バスやバン、レンタカーなども過剰な

状況にあり、島内の渋滞の原因の一つとなっている。8

そして、観光地化が進むことによって、バリの伝統的習慣や生活様式が薄れていくのではないか

という懸念もある。

3，／VJ島の社会と伝統芸能

バリ島の伝統芸能は、ヒンドゥー教の寺院奉納の儀式から生まれたものである。全人口の

88．1％をイスラム教徒が占めるインドネシアは、世界最大のイスラム教国である。一方、バリ島

はバリ・ヒンドゥーと呼ばれるヒンドゥー教徒が90％以上を占めている。

行政上の地域区分、宗教、そして民族の領域がほぼ重なり合う、インドネシアでは珍しい同質

性の高い社会である。9しかし、観光産業の振興により、他地域からの移住者が増加し、宗教をは

じめ価値観の多様化が進みつつあり、移住者による犯罪の増加等、社会に軋轢が生じるケースも

生じている。バリ島においては、バリ人同士の場合、バリ語で会話をし、バリ人以外と会話する

場合にはインドネシア語が用いられている。

バリ島の社会は　寺院を中心としだ慣習村（desa adat）、基本的な地域政治単位のバンジャー

ル（banjar）、農地の所有や管理に携わる水利組織スバック（subak）、父系的に継承した社会的

地位カースト（kasta）、10伝統芸能集団のように特定の目的のために任意に結成されるスカ（Seka）

と呼ばれる集団、行政村（clesa）といった7つの社会組織が複雑に絡み合って成り立っている。11

バリ島の人々は、こうした複雑な人間関係に基づいて、寺院の儀礼に参加したり、バンジヤー

ルでの役割を果たしたり、スバックで定められたルールに従って、協力し合って農作業を行う。

こうした社会組織の中で自分勝手な行動をすれば、村八分となり、バリ社会で暮らしていくこと

はできないであろう。バリ人の日常生活の規範となっているのは、アダット（adat）と呼ばれる

慣習である。子どものころから親に連れられて寺院の儀礼に参加し、大学生になってもバイクに

乗り、スマートフォンを片手に儀礼に参加する。現在でも学校の課外活動で、週に数日伝統芸能

の練習をしている。

7　2014年4月11日より正式名称はイ・グステイ・ングラ・ライ国際空港に変更された

8∴∴“Balihast∞manyhotelr∝）mS・・TheJakartaPost，August27．2010

9　佐伯奈津子他（2013）『現代インドネシアを知るための60章』明石書店、P169

10　バリ島のカーストには　ブラーフマナ、サトリア、ウェイシャ、スードラの4階級

11間苧谷楽「バリ島における観光業と寺院システム」亜細亜大学国際関係紀要、P57
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伝統芸能は芸能スカ（Seka）12により継承されている。芸能スカには海外公演を行うようなもの

から、地域の寺院の儀礼のみにパフォーマンスを行うものまで、様々な規模のものがある。

バリ島の伝統舞踊は　宗教的な重要性に応じて、ワリ、ブバリ、バリバリアンの3段階に区分

される。ワリは、寺院で儀式として奉納される神聖な舞台芸術であり、ブバリは、寺院で儀式と

して奉納されるが、人前で観賞用に演じられることもある。バリバリアンは、娯楽として人前で

観賞用に演じられる舞台芸術であり、観光客に演じられるレゴン、バロン、ケチャなどのなじみ

深いダンスは、バリバリアンに区分される。

プリアタン村のグヌン・サリのパリ植民地万国博覧会での公演の成功、次いでテイルタ・サリ

の海外公演の成功により、バリ島の伝統芸能は世界的な評価を得ることになった。海外公演に参

加した団員と参加できなかった団員との間には、また、海外公演を行ったスカとその他のスカの

間では　経済的な格差が生じ、バリ島の伝統社会に軋轢が生じた。　▲方で、これらの海外公演で

得た名声により、バリ島の伝統芸能は、寺院行事のための儀礼から大きな観光資源へと変化した

のである。

例えば先述の日本人観光客に人気のテイルタ・サリは、プリアタン村のバレルンステージを常

設し、毎週金曜日の夜7時半から定期公演を行っている。公演はレゴングンスとバロンダンスか

らなり、美しいガムランの音色と完成されたダンスパフォーマンスで観客を魅了する。2013年4

月現在、ウブドとウブド近郊のプリアタン村では、24のスカが29の常設公演を行い、多くの観

光客を集めている。

本来宗教的な儀礼芸能であったものが、観光客用のショーとしての要素が強くなり、本来の姿

を失う懸念やビジネスとしての伝統芸能の在り方に批判も多い。しかし、観光用のプログラムに

より、伝統芸能が変化と進化を遂げ、進化したパフォーマンスが寺院行事での儀礼にも還元され

ている。バリ島の伝統文化は更新され、活性化されているのである。

4．バリ人の観光と伝統文化に関する意識調査

平成26年8月26日から8月31日まで、バリ島サヌール地区およびデンパサール地区において、

質問紙による調査を実施した。対象としたのはバリ島で生まれ育ったいわゆるバリ人のみである。

質問紙は、「バリ島の観光地としての魅力について」、「観光開発の影響について」、「観光開発と伝

統文化について」の3セクション、合計39間の質問からなる。回収できたのは44件であった。

4．1バリ島の観光地としての魅力要因

図表3は2013年のバリ島観光人気スポットランキングである。上位10件のうち、ビンドゥー

12　スカとは限定された目的ごとに構成される社会集団のことをいう
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寺院や遺跡が7件を占めている。バリ島は「南の島」「楽園」「ビーチリゾート」といった一般的

なイメージがあるが、加えて「美しい自然」「神々の住む島」「多様な伝統文化」「芸術の島」「癒

しとリラクゼーション」「オーガニック」など多様なイメージが、世界中の観光客を魅了している。

「白い砂浜」と「青い海」だけのリゾートとは異なり、多くの観光資源を有している。

図表3　観光客に人気の観光スポットT（沖10（2013年）

順位 豫�X5�7ﾈ6(6r�訪問者数 

1 疋�����5�6�8ﾘ6(6x鮑���3，045，688 

2 謬ﾅUt�EX4X8ｸ8�6(鮑���820，999 

3 謬ﾅT腑�薺$U$�D��4X8ｸ98�X5�6ｸ�X7X8�5�98鮑���724，065 

4 �$TETuTﾈ7X6�4X4�8ｸ��7X8�5�98ﾌ���4X8ｸ985�6ｸ鮑���｢�519，528 

5 ��T腟ﾄ���$�EU(7h6ｸ8ﾘ4ｨ98��6�6x4X�ｸ8ｸﾌ��｢�509，983 

6 疋�%D�Tﾕ�TﾅD�ﾕ��ｵ4�$比x6X488ｸ5�4X987h8ｸ鮑���445，502 

7 閥T%T�$���Tｴ�ｴ�%��6�8ｩ��Z���340，105 

8 疋�ﾔ���謬�5�7ﾘ984�8h98鮑���281，901 

9 杯��t�､��584��X4ｸ5x8H�)�R�253，455 

10 �$�ﾄ�4�d�$��Tﾔ�$比U��$ｸ6�8ｨ5H7H4�8ｨ�X7ﾘ8ｨ987��ｸ4��208，444 

出典）BaliGovernmentTourismOffice資料より作成

今回の調査では　はじめに「バリ島の観光地としての魅力について」質問した。バリ人自身は、

バリ島の観光地としての魅力をどのように考えているのか、また、一般的な外国人観光客との価

値観の違いを考察するのが目的である。調査では想定される魅力を提示し、それぞれについて、

強い、やや強い、どちらともいえない、やや弱い、弱い、の5段階評価をしてもらった。工3

「バリ島の観光地としての魅力」は　国内旅行会社のツアーパンフレット、「るるぶ」やLonely

Planetなどの旅行専門雑誌を参考に、図表4に掲げる15項目を抽出した。

アンケート調査の結果、強いまたはやや強いとの回答が多かったのは「美しい自然・風景を楽

しむ」（97．7％）、「バリ島の人々のやさしさ・暖かさとのふれあい」（97．7％）、「スパ・マッサー

ジなどでリラックスする」（95．5％）、「伝統的な舞踊・音楽などを鑑賞する」（95．5％）、「サーフィン・

ダイビングなどのマリンスポーツ」（93．2％）であった。一方、強いまたはやや強いとの回答が少

ないのは「クラブ・バーなどのナイトライフを楽しむ」（59．1％）、「エコツアーなど環境学習へ

l‥3　以下、第2セクション、第3セクションとも同様の方法で評価してもらった。
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の参加」（70．5％）、「サファリパークなどのテーマパークを訪れる」（75．0％）、「寺院や遺跡など

歴史的建造物の鑑賞」（77．3％）、「食事を楽しむ」（77．3％）、「ヒンドゥー教行事への参加（79．6％）

という結果となった。

図表4／単ノ島の観光地としての魅力

境目 

1 儖ﾈ+X*(齷�(�YYxﾆ�/�ｧ�+X-��

2 �6�8ｩ8x,ﾉ�ﾈ��,ﾈ.(+8+X+8�Y&x*�+8,h,ﾈ-8.ｨ*�*"�

3 倬ｸ��.(�)�X,�,yvh耳讖4佶ｩ�)Z�,ﾈｭ8�ﾂ�

4 �5H�ｸ7H4(98�X5�487(984�,�,x,ﾈ7ﾘ8ｨ985�7ﾈ�ｸ62�

5 �5�7��X7ﾘ6(5H�ｸ5x,�,x,X8ｨ8�6(4�5�+x.��

6 �6�9ﾙ4�,浦�w��X尨ｧ�,�,x/�ｭ8�ﾈ+x.��

／ 俯�+Xｺ冦ﾈ/�ｧ�+X-��

8 ��磯h/�ｧ�+X-��

9 �8ｨ5ﾘ�ｸ6x,X,ﾈ/�-�.�+x.��

10 僣饂渥��YOﾈ��ｭ�,�,x/�ﾘ)�x�貶.��

11 �6�8ｨ,ﾉ6�9ﾙ4�,運�.x+X/��ﾈﾋ�+x.��

12 �4�8�7X�X6��ｸ,�,x,ﾈ6�486x8�487H/�ｧ�+X-��

13 �5H7H4�8ｨ7��ｸ4�,�,x,ﾈ6X�ｸ7ﾘ7��ｸ4�/�dｸ.ｨ.��

14 �4x5(684��ｸ,�,xｬ(ｺｸｧx菜-h,ﾈ�����

15 �7�986�4H�ｸｻ3���ｷｸ-h,ﾈ�����

出典）アンケート調査より作成

図表3とアンケート調査の結果を比較すると、外国人観光客に人気のある「寺院や遺跡など歴

史的建造物の鑑賞」、「ヒンドゥー教行事への参加」や「サファリパークなどのテーマパークを訪

れる」といった墳目について、バリ人はあまり優位性を感じていないことがわかる。一方、一般

的に日本人がバリ島のパッケージソアーのパンフレットで目にする典割的なイメージである、「美

しい自然・風景を楽しむ」、「スパ・マッサージなどでリラックスする」、「伝統的な舞踊・音楽な

どを鑑賞する」、「サーフィン・ダイビングなどのマリンスポーツ」といった項目にバリ島の競争

優位を感じていることは興味深い。日本人観光客も従来に比べ　パッケージソアーは減少及び小

型化し、個人旅行も増加している。典型的なマスツーリズムの時代から、価値観が多様化しており、

欧米からの観光客に近づいている。外国人観光客は　バリ人が考える以上に、観光用に作られた

イメージではなく、バリ島固有の観光資源や伝統文化に深い関心を示しているのだ。
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4．2観光開発の影響について

サヌールやクタといったビーチリゾートには、沿道にはお土産居やレストラン、カフェなどの

店舗が立ち並び、観光客を呼び込んでいる。スミニヤツクやウブドといった比較的新しく開発さ

れた地域も観光客の人気を集め、ホテルやレストラン、ショップなどが多く立ち並び観光客でに

ぎわっている。先述のように、ホテル、ヴィラやゲストハウスがどんどん建設され、供給過剰の

状態である。クタのビーチ沿いのメインストリートは観光客でいつもにぎわうとともに、交通渋

滞に悩まされる。21世紀に入り、バリ島にはクタを中心に大型ショッピングセンターが多数建設

されている。このようにバリ島i裾溝のリゾート地は、世界のどの有名リゾートと比して勝るとも

劣らない賑わいを見せている。

図表5／VJ島の観光開発の影響

項目 

1 豫�Xｷ�,ﾉ�ﾘ��,�.h.���6�8ｩ�ﾈ,ﾈ�;��X��*ｨ�8*ｨ,�+ﾒ�

2 豫�Y�鮎h,�.h.���ﾍ冽�*ｩ�ﾘ��+X�����X,ﾈｴ�檍*ｩ�ﾘ*h+ﾒ�

3 豫�X嶌,�.h.�48987H8�*ｩ�餔X+8.ｨ,H��ｸﾘｨ��X��*ｨﾏﾈ�8+X+ﾒ�

4 豫�Xｷ�,ﾉ�ﾘ��,�.h.����ﾙvﾈ,��&ﾈｬ�*ｨ.�+ﾘ.x+8.ｨ+ﾒ�

5 �6�8ｩ8x*ｩ�(､Y4�,冲ﾉkﾈ,�8ｨ5ﾘ�ｸ6x,�,�.���ﾍh.�,亅H+h.��

6 豫�X蝌ｼh-h,ﾈ��ｼh,ﾈ+ﾘ-���､��ﾎｨ/�ｧx-I�ﾈ*ｩ�ﾘ*h+ﾒ�

7 豫�X嶌,�.h.���6�9ﾘﾇﾉEﾈ*ｨ.h.�.h*ﾙ��ｸ+X+ﾒ�

8 豫�X嶌,�.h.���6�9ﾘﾇﾉEﾈ*ｨｬ�Xｷ�w�,�,�.���gｹx�,ﾈ��/��*(,(,(*�.��

9 �7ｨ6X8ｹ9�,ﾉ�ﾘ��,�.h.���68��Yxﾆ�,�,x*ｨ�.ﾘ.ｨ,(,(*�.��

10 豫�Xｷ�,ﾉ�ﾘ��,�,h.�,�*(��587�,�,x*ｩ�ﾘ*h��ｬ(ｺｸ*ｨ敢嶌+X+ﾒ�

11 豫�Xｷ�,ﾉ�ﾘ��,�,h.�,�*(������*ｩ�ﾘ*h,I?ｨ�ﾙ�hｨ�,�Xｻ�*ｨ*�.��

12 �俯�,閏h嶌,ﾉzﾉ�ﾈ,�.h.���6�8ｨ,ﾉ|x+8*ｨ�.ﾘ.ｨ,H*(.��

13 �)¥I[h嶌,ﾉzﾉ?ﾈ,�.h.������(,ﾈ�)¥H嶌*ｩ��/�,X*(.��

出典）アンケート調査より作成

アンケート調査の結果、強いまたはやや強いとの回答が多かったのは、「パリ島が世郡部こ有名

なリゾートになり、誇りに感じる」（100％）、「観光産業への就業のため、外国語を′学ぶ人が増えた」

（97・7％）、「欧米文化の流入により、若者の欧米化が進んでいる」（93．2％）、「ホテル等の増加こより、

田園風景などが失われつつある」（90．90の、「観光客の増加にともない、渋溝が増えて廿常生活に

影響がある」（90・906）であった。りら　強いまたはやや強いとの回答が少ないのは、「異質な文

化の流入により、バリの良さが失われている」（63．6％）、「観光化により、伝統芸能が観光客用こ

なり、本来の姿を失いつつある」（68．2％）、「観光化により、伝統芸能がよりよく進化した」（77，3％）、
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図表8　バリ人である以上、伝統芸能のパフォーマンスが出来るとことは当然である 

0％　　0％ 

∴∴ 「 劔 ������h���������x+X���ｬ豫佗ｩ������������司�.(.(ｺﾘ*"�
∴∴ ∴∴／ ∴ 剪�

：∴： 

等し ： ∴ ∴ ∴∴∴ ∴∴ ��b�　　　　＿i／iとちづともいえない 繕総綿総鱗諜　　畿やや弱い 

態擬態鸞　　　　　弱い 
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図表 0 偃�*)�ﾈ,ﾘ6�8ｨ,ﾉ6�9ﾙ4做ｸｫX,ﾘ荿.�-x*ｸ,X*�.����3��2��f�����������������思����

詞やや強い 

醗擬態醸騒麗蟻∴∴∴∴諜どちらともいえない 

醸蟻酸騒態畿繚∴∴∴醸やや弱い 
強　　／1－1弱い ∴： 
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「観光化によりインフラが整備されて、生活水準が向上した」（79．5％）であり、その他の設問に

ついてはいずれも80％台であった。

この結果を見ると、観光開発と観光客の増加は、／単）島の環境に少なからず悪い影響を与えて

いるが、観光開発により、所得は向上し、若者の欧米化など　多様な文化の受け入れを促進した。

観光開発と持続可能性という観点では　バリ島のいくつかの地域では両立している。伝統芸能

で有名な静かでリラックスでき、近年観光客に大人気の街ウブドの場合、持続可能性と経済発展

は実に見事に両立している。ウブドでは絵画、工芸品の店やギャラリーと地元の商品が沿道を支

配している。海外のフランチャイズチェーンの出店や過剰に商業的な開発を制限することにより、

地元の経済や人々が生き残ることを可能にしているのだ。14

lli・Tourismtalesfr。mBall・Gr（獄丁旧mdsustalnablllty・・TheJakartaP（）St，Jtlne15、2013
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例えばバリ島の南西部に位置するタバナン県では、地方行政府が観光開発に対して厳しい基

準を設けているo　この地域でホテル開発をしようとするならば認可を得るためには厳しい環

境と持続可能性の条件を満たす必要がある。この条件には現地の従業員を雇用し教育することや、

開発面積の3分の2を森林や棚田として残すといった環境保護条項を含み、生き残るために農地

を必要とする田舎の農民と協力しなければならない。決して開発を侵略者として締め出すのでは

なく、開発に思慮深いアプローチを求めるものである。経済的成長のみを考えた乱開発は　結局

バリ島の魅力的な観光資源を破壊し、観光地としての魅力を損なう結果となる。持続可能な開発

と経済的成長とは共存しうるのだ。

▲方で　文化的な側面では、異質な文化が流入しても、バリ島の良さはそれほど失われていな

いと考えているようだ。観光化が進んでも、バリ島本来の暮らしや風景が多く残されているのが

バリ島の観光地としての魅力である。世界的リゾートに住むバリ人たちは、観光地としての誇り

を持ちつつ、そのことをよく理解しているようである。

4．3バリ人の価値観・考え方

バリ島の人々は、ほとんどが伝統舞踊などば　観光用と宗教儀式用に区分すべきであると考え

ており、また、若い世代がバリの伝統芸能を受け継ぐ責任があると考えている（図表6、図表7参照）。

バリ島の学校においては、放課後にガムラン、レゴングンス、バロンダンスなどの伝統芸能を練

習する活動をおこなっており、また、了どものころから芸能スカ（seka）に参加して宗教儀式で

パフォーマンスをすることも多い。バリ人は芸能パフォーマンスができることは当然ととらえて

おり、図表8のように、95％がバリ人である以上伝統芸能のパフォーマンスができることは当然

だと考えている。

図表9が示すように、「あなたは宗教行事には自ら進んで参加していますか」という質問に関し

ても、強い（66％）、やや強い（30％）と多くの若者が、積極的に宗教行事に参加していること

がわかる。「観光化が進めば、バリの伝統が失われるか」という質問に対しては、どちらともいえ

ない（11％）、やや弱い（7％）、弱い（11％）と消極的な意見も多く見られ、意見が分かれると

ころであった。「若い人はバリの伝統を守るべきである」という質問に対しては、全員が強い、ま

たはやや強いと回答している。若者が観光化したバリにおいて、これからもバリ島の習慣（adat）

を守り、伝統芸能を継承していくべきだという強い意志が感じられる結果となった（図表11）。

図表12、13によれば、バリ島における社会・人間関係を窮屈だと感じる人は約3分の1にお

よぶが、バリ島の伝統的生活様式は今後も変わらないだろうと考えているようだ。約6割は伝統

的な農村生活ではなく、観光産業で働いているか、働きたいと回答しているが（図表14）、バリ

から外に出て働いてみたいという回答はわずかに4分の1であった（図表15）。また、「欧米の生

活スタイルにあこがれるか」という質問に対しては、あこがれると答えたのは3分の1で、6割
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があこがれはないと答えている（図表16）。

以上の結果から、バリ島の若者は観光産業で働きたいという気持ちは強いが、仕事を離れれば

バリ島の伝統的な生活様式に身を置くことを心地よく感じているようである。

おわりに

本論文では、バリ島の観光開発とバリ人の生活や伝統文化への影響について調査、考察した。

アンケート調査で回収できたのは、わずか44件と少ないため、統計的な手法を用いて分析するこ

とができず、単純集計にとどまった。今後はさらに大規模な調査を実施したい。しかし、今回の

アンケート結果やバリの人々への聞き取り調査の結果から、バリ人の観光開発とバリ島の伝統文

化や伝統的な暮らしについての考え方を読み取ることができた。

バリ島においては、大規模な観光開発により、いわゆる貧困層は大幅に減少した。バリ島は世

界的なリゾート地となり、国内外から多くの観光客を引き寄せている。当然開発に伴う代償もな

いわけではない。棚田の景観はホテル建設のために失われ、ビーチ沿いの道路では常に渋滞に悩

まされる。しかし、現在バリ島の観光開発は持続可能な開発として、環境保全と両立しているケー

スが多い。

マッキーン（1991）は、観光者の来訪により引き起こされる大きな文化的変容について、普通

用いられる仮説は、①変化がもたらされるのは外部からの、たいていは優越する社会文化システ

ムが、ある弱体な受け身の文化を侵略する、②変化は一般的にいって、土着文化に対して破壊的

である、③変化が導く方向は、民族や地域のアイデンティティを包み込んだ均質的な文化への移

行であるとしたうえで＼ノバリ島では観光により社会経済的変化が発生しているとしても、それは

伝統文化と手を取り合って進んでおり、伝統を保存し、改革し、そして再創造する過程を強化す

るものだとしている。

本論文の調査においても、バリの人々は　経済的には観光産業に従事することを望み、観光化

が進めばバリ島の伝統が失われることに危機感を抱いているものの、バリ島の伝統的な社会様式

や人間関係の中で暮らしていくことを望み、伝統芸能を保全し、次世代へ受け継いでいくであろ

うことがわかった。本来宗教行事であった伝統芸能は、海外公演等を行うことにより重要な観光

資源となり、観光客用に演じられることにより創意・工夫がなされ、宗教行事用にもフィードバッ

クされるなど観光が伝統文化の発展にも寄与している。国際的な観光地となったバリ島において、

バンジヤール（Banjar）は生活の中心として重要な共同体として機能し、バリの人々は伝統的慣

習であるアダット（adat）を生活の中心にして暮らしているのだ。
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AStudyoftheimpactonthetraditionalsocietyby
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Abstract

“AmaglCalparadlSe”－BaliTslandattractsalargenumberoftourlStS亀・OmbothoverseasanddomestlC

marketltlSattraCtivenotonlyfbritstypicalresortimagebutalsobecauseofitstraditlOnalculturebased

onBallneSeHlnduism・ManytourlStShavebeenfasclnatedwlth在TheTslandofthegods”・WhiletourlSm

developmentadvancesandsomeenvlrOnmentalproblemsoccur・theBallneSePeOPleeruoythereputationas

apromlnenttOurlStdestlnatlOn・Moreover，tOurlSmandvlbrantcultureareinteractlnghamoniouslylnOrder

todevelopBaLlneSeSOClety・

ThispaperaimstoexplorehowtourlSmdevelopmentconcemsBallneSeSOCietyandhowthetradltional

ValuesofBallneSeCulturechangedlnreCentyearS・
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